
　【白石川　白石】
実績水位 1.72m

0.50m ダム操作が無かった場合の水位 2.22m水位低減効果

▲実績水位

▼ダム操作が無かった場合の水位

水防団待機水位(1.5m)

はん濫注意水位(2.5m)

避難判断水位(3.4m)
はん濫危険水位(3.7m)
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　【七ヶ宿ダム】

最大調節流量 182.9 m 3/s

七ヶ宿ダム　雨量・流量ハイドロ（実績）

洪水貯留準備水位, 
EL.293.5m

洪水時最高水位, EL.303.0m
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【白石水位観測所】

○７月２８日からの梅雨前線による降雨により、七ヶ宿ダム上流域の平均累計雨量(27日13時～)は144.3mmに、最大流入量は１秒間
に３１４．０２立方メートル（管理開始以降第１４位・洪水期１１位）、貯水位２９２．７７ｍに達しました。

○今回の出水においては、ダム下流に流す水の量を最大流入量時約１８３m3/sの調節をおこない、下流の白石市内（白石水位観測
所：同市半沢屋敷）で水位を０．５０ｍ低減したことにより、白石川の水位を低減させる効果があったものと推測されます。
※七ヶ宿ダム 洪水期：6/10～10/10

梅雨前線降雨における七ヶ宿ダムの効果（令和２年７月28日～29日）

白石水位観測所

最大流入量時の放流量
120.3m3/s

182.9m3/sを低減

※流量は白石観測所のHQ式を適用し算出した。
※横断図は観測所最近傍の河道断面を採用しました。

0.50ｍの水位低減

（地先：宮城県白石市字半沢屋敷西138）

ダム最大流入量
314.02m3/s

洪水前 R2.7月27日10h

【位置図】

【ダム貯水池の出水状況】

洪水後 R2.7月29日9h

洪水後の水面


